
 

 

産業建設委員会 

令和 8 年 9 月 11 日 (金 ) 

1 0 時 0 0 分 ～  時  分 

全 員 協 議 会 室 

【委 員】村木委員長、西田一平副委員長、 

今田委員、大谷委員、川上委員、小川委員、笹田委員 

【議長・委員外議員】 

【執行部】江角副市長 

（産業経済部）西川産業経済部長、久佐産業経済部参事、 

力石浜田駅周辺活性化推進室長、佐々木ふるさと寄附推進室長、 

大谷広島事務所長、岡田農林振興課長、永見水産振興課長、 

山本観光交流課長 

（都市建設部）倉本都市建設部長、渡邉建設整備課長、藤下維持管理課長 

（金 城 支 所）市原金城支所長、河内産業建設課長 

【事務局】村山書記 

議題 

1  議案第 51号 財産の取得について（除雪ドーザ）       

2  執行部報告事項 

⑴ 浜田駅周辺グランドデザイン（素案）について 

【浜田駅周辺活性化推進室】 

⑵ 企業版ふるさと納税の取組について       【ふるさと寄附推進室】 

⑶ 令和 7年度ふるさと寄附ランキングについて   【ふるさと寄附推進室】 

⑷ 広島事務所（広島 PRセンター）の移転について      【広島事務所】 

⑸ 浜田橋の撤去工事および今後のスケジュールについて   【建設整備課】 

⑹ リフレパークきんたの里浴槽制御盤の緊急修繕について 

【金城支所産業建設課】 

⑺ 浜田市美又温泉美肌観光拠点施設の事業進捗状況について 

【金城支所産業建設課】 

⑻ その他 

（配布物） 

・漁業別水揚げについて                  【水産振興課】 

3  所管事務調査 

 ⑴ 採択した請願の進捗状況について              【該当課】 

  ⑵ 浜田市観光協会の利用状況について           【観光交流課】 

4  取組課題について（委員間で協議） 

⑴ 漁港・商港の活性化  

  ⑵ 中山間地域の再生 

5  その他        



浜田駅周辺グランドデザイン（素案）について 
 

1 策定経過 

  浜田駅周辺の将来像や必要な機能等を検討するため、商店街・飲食・不動産・観

光・水産関連事業者、文化教育団体などに対してヒアリングを実施しました。そこ

で得た意見・提案を踏まえ、グランドデザイン（素案）として 4 つのエリアごとの

方向性と具体的な取組を取りまとめました。 

 【ヒアリング期間】令和 8 年 5 月～7 月  【ヒアリング件数】54 件 
 

2 主な意見（各エリアで必要なこと） 

【浜田駅前】 

・浜田の食や石見神楽などの文化・観光資源を活かし、浜田の魅力を感じられる

空間にしてほしい 

・市民も日常的に利用したくなる、滞在・交流できる機能が必要 

・駅を中心に商店街・図書館・東公園等をつなぎ、歩いて回遊できる環境が必要 

【朝日町商店街】 

・空き店舗等を活用し、若者や新たな担い手がチャレンジできる場が必要 

・「好き・得意」を活かしたスモールスタート（小商い）に挑戦できる機会や支援

が必要 

・三桜酒造跡地と商店街の相互の回遊・交流を生み出す仕掛けをつくってほしい 

【三桜酒造跡地】 

・マルシェなどのイベントや市民が自由に過ごせる、新たな交流・滞在拠点とし

て活用してほしい 

・日常的に利用でき、気軽に滞在できるとともに、子ども・若者から高齢者まで

多世代が学び・交流できる機能が必要 

・民間のノウハウを活用し、持続的に運営できる官民連携手法を検討してほしい 

【東公園】 

・日常的に利用できるスポーツ・健康づくりの場として充実させてほしい 

・子どもから高齢者まで、幅広い世代が気軽に利用できる公園が必要 

・駅や商店街等とのつながりを意識し、周辺エリアとの回遊を生み出してほしい 
 

3 今後の予定 

⑴ グランドデザイン 

時 期 内 容 

令和 8 年 10 月～令和 9 年 2 月 合意形成（パブリックコメントなど） 

令和 9 年 3 月 グランドデザインを正式決定 

 

⑵ 三桜酒造跡地活用に関するサウンディング型市場調査 

グランドデザイン（素案）に示す機能の実現手法や官民連携の可能性を探る

ため、サウンディング型市場調査を市直営で実施する予定です。この調査を通

じて、民間事業者の参入意向や事業化の可能性を把握します。 

時 期 内 容 

令和 8 年 10～11 月 サウンディング型市場調査実施 

令和 8 年 12 月 サウンディング型市場調査結果公表 

 

令和 8 年 9 月 11 日 
産業建設委員会資料 
産 業 経 済 部 

浜田駅周辺活性化推進室 
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地域交通・医療・商業など暮らしを支える機能と浜田の食や
文化が集まり、働く人、暮らす人、訪れる人が行き交う石見
の中核拠点エリア
　
○浜田らしい食メニューの開発・提供
○石見神楽を鑑賞できる場づくり
○駅前道路の緑化・歩行者空間の拡大

ものづくりや学びなど、小さな商いや多様な活動が生まれる、
子どもから大人まで挑戦できるエリア

○空き店舗を活用した小商い・チャレンジショップの誘致
○ファブラボ（市民工房）等ものづくりを楽しめる場づくり
○子どもから大人までの居場所づくり

図書館や学校などと繋がり、多世代が集い・学び・交流でき、
マルシェなどを通じて新たな出会いや挑戦を育むエリア

○本屋・カフェ・広場等を備えた多世代交流拠点の整備
○定期的なマルシェによる新たな出会いと挑戦の場づくり
○文化資源（芸能・芸術・音楽等）を活用したコミュニ
　ティづくり

既存のスポーツ機能を活かしながら、子ども
から高齢者まで、誰もが健康で豊かな暮らし
を支えるウェルネス拠点エリア

○ランニング・ウォーキングコースの整備
○多世代が参加できる運動・健康プログラ
　ムづくり
○スポーツ大会・合宿等の誘致による交流
　人口の拡大　

ブックカフェ

石央文化ホール

中央図書館

チャレンジのインキュベーション｜ 朝日町商店街

浜 田 高 校

第 一 中 学 校

憩いと交流のラウンジ｜三桜酒造跡地

歩きたくなる遊歩道｜浜田川

好きと小商いが集まるカルチャーゾーン

ウェルネスゾーン

  【石見の玄関口】仕事と観光の集積ゾーン

石見地域のショーケース｜浜田駅前

学びと育ちの交流ゾーン

まちなか交流プラザ

Fab Lab

日常的な健康増進｜東公園

島 根 県 立 体 育 館

浜 田 室 内 プ ー ル浜
田
駅

浜田医療センター

石 見 文 化 創 造 都 市  はまだ
みらい

「はまだみらい」は、石見の文化や暮らしを受け継ぎながら、
新しい挑戦を育て、若い世代が「これからも浜田で」と思える
浜田の暮らしをみんなでつくります。

30 年先も選ばれる浜田へ



 

    

 

 

企業版ふるさと納税の取組について 

  

1 背景と目的 

近年、企業において、自社製品や技術（現物）を企業版ふるさと納税に活用

するニーズが高まっています。行政側にとっても、財政負担を抑えつつ民間ノ

ウハウや設備を迅速に導入し、課題解決に直結できる利点があります。 

従来の現金寄附に加え、物品等（現物）の受け入れも積極的に推進すること

で、本市の地方創生施策をさらに加速させるものです。 

 

2 物品による寄附の受入経路 

（1）企業側からの主体的な申し出による寄附の受入 

※必要性等については、受入後のランニング経費など含めて総合的に判断し

ます。 

（2）本市からの要望（逆提案）による寄附の受入 

    

3 寄附額の算定方法 

市場価格等を基に算定します。 

 

4 マッチング手数料等の費用負担 

マッチング支援受託事業者を介して寄附が成立した際に発生する諸経費（マ

ッチング手数料等）については、「ふるさと寄附促進事業」等の既定予算内にお

いて対応します。 

 

5 物品等寄附受入実績の報告 

物品等による寄附（物納等）の実績については、例年 5 月に開催される当委

員会への寄附報告に合わせ、現金寄附と併せて一括して報告を行います。 

令 和 8 年 9 月 1 1 日 

産 業 建 設 委 員 会 資 料 

産業経済部ふるさと寄附推進室 



 

 

令和7年度 ふるさと寄附のランキングについて 
 

 

 

 

（1）中国地方ランキング 

総務省が令和 8年 7月 31日に発表した令和 7年度の「ふるさと納税に関する現況調査結

果」によると、浜田市の寄附金額は、中国地方で第 3位でした。（※県内では第 1位） 

 

<浜田市の金額について> 

本ランキングの基となる「ふるさと納税に関する現況調査」は、ふるさと寄附以外の個

人からの寄附金も調査対象に含まれるため、市公表のふるさと寄附実績とは異なります。 
（単位：千円、件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 8 年 9 月 1 1 日 

産 業 建 設 委 員 会 資 料 

産業経済部ふるさと寄附推進室 

1 受入額ランキング 



（2）全国ランキング 

浜田市は、全国 1,788の自治体で 212番目でした。 
※全国の寄附額は、約 1兆 3,314億円（対前年度比：約 1.05倍）、約 5,963万件（同：約 1.01倍） 

（単位：千円） 

 
 

 

 

  
※本実績は本市で集計した純粋なふるさと寄附のみの数値であり、1の現況調査に基づく数値とは 

異なります。 

（単位：千円）

団体名 R2 R3 R4 R5 令和６年度 令和７年度

都道府県 市町村 順位 順位 順位 順位 順位 金額 順位 金額

大阪府 泉佐野市 52 5 5 3 3 18,151,603 1 23,038,604

北海道 白糠町 4 4 4 4 2 21,165,354 2 22,329,453

宮崎県 都城市 1 2 1 1 4 17,692,074 3 21,646,359

北海道 別海町 778 63 12 5 5 17,350,452 4 21,154,974

愛知県 名古屋市 213 76 14 7 7 13,791,111 5 17,446,369

宮崎県 宮崎市 333 54 17 15 8 13,243,250 6 14,311,964

宮城県 気仙沼市 366 127 27 12 10 12,165,042 7 13,475,881

京都府 京都市 76 13 7 10 12 11,499,670 8 13,258,406

北海道 紋別市 2 1 2 2 9 13,083,317 9 12,473,101

北海道 根室市 3 3 3 6 6 14,690,953 10 12,262,931

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

島根県 浜田市 124 150 184 247 216 1,405,414 212 1,532,113

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

全国合計 1,272,752,409 1,331,428,336

※全国自治体数：1,788

⑴　地方別割合 〔単位：件、円〕

地方

北海道 2.4% 1.9%

東北 2.7% 2.0%

関東 45.0% 50.7%

中部 12.3% 10.5%

近畿 21.2% 20.0%

中国 7.7% 7.4%

四国 2.0% 1.7%

九州 6.7% 5.8%

合計 100.0% 100.0%

⑵　関東地方の内訳 〔単位：件、円〕 ⑶　近畿地方の内訳 〔単位：件、円〕

都道府県 都道府県

茨城県 1.3% 1.1% 三重県 1.0% 0.8%

栃木県 0.9% 0.8% 滋賀県 1.1% 1.0%

群馬県 0.9% 0.8% 京都府 2.4% 2.4%

埼玉県 4.9% 4.1% 大阪府 9.2% 9.0%

千葉県 4.7% 4.1% 兵庫県 5.8% 5.4%

東京都 23.0% 23.2% 奈良県 1.0% 1.1%

神奈川県 9.4% 16.6% 和歌山県 0.5% 0.5%

合計 45.0% 50.7% 合計 21.2% 20.0%

※割合は小数第2位を四捨五入しているため合計が合わないことがあります。

4,773 234,279,000 270 6,611,000

22,954 716,075,500 10,789 282,640,000

2,390 57,467,500 2,958 75,536,000

11,705 327,159,000 527 15,121,000

469 10,854,000 1,246 33,579,000

2,489 58,412,000 4,692 127,217,000

664 16,172,000 530 10,928,000

464 11,732,000 566 13,648,000

10,789 282,640,000

金額（割合）

3,919 103,947,000

1,010 23,792,000

3,424 81,442,000

50,998 1,411,043,500

件数（割合） 金額（割合） 件数（割合）

1,385 28,920,000

22,954 716,075,500

6,278 147,684,000

3　令和7年度　浜田市への地方別寄附状況

件数（割合） 金額（割合）

1,239 26,543,000

北海道, 2.4%

東北 2.7%

関東 45.0%

中部 12.3%

近畿 21.2%

中国 7.7%

四国 2.0% 九州 6.7%

令和7年度 浜田市への寄附者地方別割合（件数）

2 浜田市への地方別寄附状況（ふるさと寄附ベース） 



 

広島事務所（広島 PR センター）の移転について  

 

 広島市で行われる再開発事業に伴い現在入居している建物が解体

されるため次のとおり新たな事務所へ移転し令和 8 年 9 月 7 日から

業務を開始しました。  

 

1 新住所  

  〒 730-0011 広島市中区基町 9 番 32 号  

        水道局基町庁舎（ 12 階）  ※位置図等裏面参照  

 

2 新事務所で業務を開始した日  

  令和 8 年 9 月 7 日（月）  

  ※現事務所（広島市中区基町 5 番 44 号  広島商工会議所ビル 5

階）での業務は 9 月 4 日（金）をもって終了しました。  

 

3 連絡先  

  電  話  082-502-7051 

  ＦＡＸ  082-502-7052 

  ※以下については変更ありません。  

   ・メールアドレス（広島事務所）  

    h-kaitaku@city.hamada.lg.jp 

   ・メールアドレス（広島 PR センター）  

    hama-pr@city.hamada.lg.jp 

 

4 その他  

  ⑴  新事務所は島根県広島事務所とも近接したため一層の協

力、連携を図り浜田産品の販路開拓、企業誘致、ポートセー

ルス、観光誘客等に努めます。  

  ⑵  移転の周知につきましては、市 HP、関係者への個別案内、

訪問等を行い積極的な周知に努めています。  

 

  

令 和 8 年 9 月 1 1 日  

産 業 建 設 委 員 会 資 料  

産 業 経 済 部 広 島 事 務 所  

mailto:hama-pr@city.hamada.lg.jp


参考／位置図  

 

参考／外観  

 

              広島バスセンターから徒歩 3～ 5 分  

              アストラムライン：県庁前駅  

                       （西 1 出口から  

                        徒歩約 4 分）  

              路面電車（広電）：立町駅  

                      （徒歩約 2 分）  

                      紙屋町東駅  

                      （徒歩約 3 分）  

 

水 道 局 基 町 庁 舎  



 

浜田橋の撤去工事および今後のスケジュールについて 

 

 令和 7 年 3 月から全面通行止めにしている浜田橋について、撤去工事の概要お

よび今後のスケジュールを報告します。 

 

1.【撤去工事の概要】 

  [入 札] 令和 8 年 9 月 17 日 

  [工 期] 令和 9 年 3 月 31 日 

       ※現場作業開始は非出水期となる 10 月 21 日以降 

 [内 容] 橋桁および橋脚の撤去 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.【今後のスケジュール】 

  R8 年度 ：設計業務（継続中）、橋桁および橋脚撤去工事 

R9 年度 ：橋台撤去工事、橋梁下部工事 

  R10 年度：橋梁上部工事 

R11 年度：橋梁付属物工事、供用開始予定 

※出水期（6 月 15 日～10 月 20 日）は河川内での施工不可。 

 

令 和 8 年 9 月 1 1 日 
産 業 建 設 委 員 会 資 料 
都市建設部 建設整備課 

橋脚 橋脚 

橋桁 



 

 

リフレパークきんたの里浴槽制御盤の緊急修繕について  

 

リフレパークきんたの里において、浴槽及びサウナの温度管理を行

う制御盤の故障が発生し、施設運営及び施設利用者へ支障をきたす事

案が発生したことから、緊急修繕を行いましたので以下のとおり報告

いたします。  

 

1 概要  

 （ 1）発生日   令和 8 年 5 月 26 日（火）、 6 月 4 日（木）、  

6 月 28 日（日）  

 （ 2）場  所   浜田市金城町七条  

         リフレパークきんたの里  機械室  

 （ 3）項  目   浴槽制御盤  

（ 4）状  況   浴槽及びサウナの温度管理等を行う制御盤内の機

器が故障し、浴槽内の温度が高温になることが発

生した。発生後は制御盤をリセットして復旧させ

るなど手動による操作を行っていた。  

 

2 緊急修繕について  

浴槽及びサウナの温度管理等を行う制御盤内の機器の故障のため、

湯温やサウナ内温度が高温になることによる利用者への危険性や、浴

槽やサウナ内温度を一定に保つことができない状況による施設運営

に支障をきたすことを考慮し、予備費を充用した緊急修繕として、令

和 8 年 7 月 8 日（水）に施工業者へ修繕を依頼し、 7 月 28 日（火）

に修繕が完了しました。  

 

（ 1）修繕内容  リフレパークきんたの里  浴槽制御盤修繕  

 （ 2）契約金額  1,540,000 円（税込）  

（ 3）修繕期間  令和 8 年 7 月 8 日（水）～ 7 月 28 日（火）

 

令 和 8 年 9 月 11 日 

産業建設委員会資料 

金城支所産業建設課 



 

浜田市美又温泉美肌観光拠点施設の事業進捗状況について 

 

1 工事関係 

・美又温泉外湯建設工事（建築主体、機械、電気） 

工期：令和 8 年 9 月 30 日（15 日程度工期延長予定） 

・進入路整備工事 

  工期：令和 8 年 11 月 30 日 

・温泉管・水道管布設替工事 

  工期：令和 8 年 11 月 30 日 

・美又温泉国民保養センター解体撤去工事 

  工期：令和 8 年 9 月 30 日 

・サブコアエリア舗装工事 

  工期：令和 8 年 11 月 30 日 

 

2 備品関係 

 ・美又温泉美肌観光拠点施設のデジタル関係備品購入 

納入期限：令和 8 年 10 月 30 日 

 

3 にぎわい創出エリア（民間商業施設用地）出店者募集 

  Ａ区画 210.76 ㎡、Ｂ区画 136.85 ㎡（いずれも予定面積） 

ア 公 募 開 始：令和 8 年 8 月 19 日（水） 

イ 質問締切り：令和 8 年 8 月 28 日（金） 1 件あり 

ウ 参 加 申 込：令和 8 年 9 月 16 日（水） 

エ 応募書類提出期限：令和 8 年 10 月 9 日（金） 

オ 選定委員会：令和 8 年 10 月下旬 

  カ 内 定 通 知：令和 8 年 10 月下旬 

 

4 浜田市美肌観光拠点施設にぎわい創出エリア施設整備等支援事業補助金 

 ⑴ 補助対象者 

  ・本市内に営業所又は住所を有する法人又は個人 

・美肌のまち浜田推進委員会の会員であること 

 ⑵ 補助対象経費 

  ・施設整備費及び備品購入費 

令和 8 年 9 月 11 日 

産業建設委員会資料 

金城支所産業建設課 



 ⑶ 補助率及び補助上限額 

  ア にぎわい創出エリア（民間商業施設用地）の新規施設整備事業 

   補助対象経費の 50％以内の額（限度額は 1 区画あたり 2,000 万円） 

  イ 美又温泉地域における「空き店舗・空き家等の改修事業」 

  （ア）取得店舗等改修事業 

   補助対象経費の 40%以内の額（限度額は 500 万円） 

 （イ）賃貸店舗等改修事業 

   補助対象経費の 30%以内の額（限度額は 300 万円） 

 ウ 美又温泉地域における「既存店舗・宿泊施設等の活用事業」 

 （ア）新規顧客誘致に向けた改修事業 

   補助対象経費の 30%以内の額（限度額は 300 万円） 

 （イ）防災減災関連改修事業 

   補助対象経費の 30%以内の額（限度額は 60 万円） 

⑷ 予算総額 49,500 千円 

 

5 今後の予定 

・サブコアエリアの整備工事、公衆トイレ及び温泉スタンドの設置工事、

美又温泉貯湯タンクの設置工事の発注を行います。また、ソファーや座

卓などの備品の発注も行います。 

・デジタル技術を活用した美肌観光による周遊を促す「美肌パスポート」

（愛称：「ＭＥＧＵＲＵ」（めぐる））に参加する事業者や、市民及び観光

客に対して会員募集を開始するとともに、説明会等を実施していきます。 

・施設の竣工式は令和 8 年 11 月 26 日（木）を予定し、開業日については

駐車場整備などの関連工事等の進捗を踏まえ、別途調整させていただき

ます。 

・開業前にプレオープン期間を数日設定し、地域の方々にご紹介するとと

もに、運営オペレーションの確認などを行う予定です。 































 

 

採択した請願の進捗状況について  

 

【請願第 82 号】  

請願事項 2 

令和 7 年度における道路や河川等のインフラ整備の状況について  

⑴  令和 8 年度以降の対応について  

  道路に関する要望 1,244 件のうち 1,090 件が令和 7 年度に完了して

おり、令和 8 年度以降は 154 件について対応する予定としております。  

河川につきましては、要望 18 件のうち 8 件が令和 7 年度に完了して

おり、令和 8 年度以降は 10 件について対応する予定としております。 

令 和 8 年 9 月 1 1 日 
産 業 建 設 委 員 会 資 料 
都市建設部  維持管理課  



 

 

 

採択した請願の進捗状況について 

 

【請願第 106 号】 

基幹産業の持続と若手担い手育成、深刻な鳥獣被害対策に関する請願について 

 

（1）請願事項 1  

看護師と同様に、水産高校卒業生に対する「奨学金制度及び免除制度」や、農

業の若手担い手に対する大胆な直接支援策を創設すること。 

浜田水産高等学校卒業生を対象とした「奨学金制度及び免除制度」については、

高校授業料無償化に加え、国・県・民間団体等による各種奨学金制度が設けられ

ていることから、市独自の制度創設については、既存制度との関係や支援の必要

性、効果等を踏まえ、慎重な検討が必要であると考えております。 

奨学金制度の創設等に限らず、地元就業や水産業の担い手育成に繋がる効果

的な支援策について、現在検討を進めております。 

農業分野の担い手確保・育成につきましては、「浜田市ふるさと農業研修生制

度」に加え、令和 7 年度から「地域おこし協力隊（有機農業研修生）」制度を開

始し、現在、合わせて 5 名が研修に取り組んでおります。 

林業分野におきましても、担い手の確保・育成は重要な課題であり、林業事業

者のニーズを把握しながら、新たな研修制度の創設を検討してまいります。 

今後も、本市の農林業を将来にわたって持続していくため、研修手当の見直し

や効果的な募集・情報発信など、担い手の確保・育成に向けた取組の充実を図っ

てまいります。 

 

（2）請願事項 2 

イノシシやシカ等の出没を防ぐため、遊休農地のマッチング制度を構築し、実

効性のある強力な鳥獣被害対策を徹底すること。 

現在、遊休農地のマッチング制度は構築しておりませんが、農業委員会等と連

携し、遊休農地の解消に努めています。 

また、鳥獣被害対策については、「浜田市鳥獣被害防止モデル集落支援事業」

により、集落ぐるみで「餌場にしない、住処にしない、潜み場所にしない」環境

づくりを進めるなど、地域が主体となった鳥獣被害対策に取り組んでいます。 

 

 

令 和 8 年 9 月 11 日 

産業建設委員会資料 

産業経済部農林振興課 

水産振興課 



 

 

 

採択した請願の進捗状況について 

 

【請願第 108 号】 

浜田漁港地域の排水処理について調査と説明等を求める請願について 

 

本事案については、公益社団法人浜田漁港排水浄化管理センター（以下「セン

ター」という。）の事務局長及び役員理事が、本年 6 月以降、全会員を個別に訪

問し、事実関係の説明と謝罪を行っております。 

今後は、各会員の意見を丁寧に伺いながら、センターの運営状況を踏まえ、施

設の安定運営に必要な費用負担のあり方を検討するとともに、過年度の会費相

違額の精算や会費規程の見直しを進めることとしております。 

現在、センターでは、「①現行の会費規程に基づく今年度分の会費の修正」、「②

過年度分の会費相違額の精算」、「③令和9年度からの新たな会費規程案の作成」

について、各会員への説明と意見聴取を行い、対応方針の整理を進めております。   

これらを踏まえ、本年 10 月中を目途に臨時総会を開催し、今後の対応方針等

を決定する予定です。 

 

本市としても、会費の算定について、規程と異なる取扱いが続いていたことを

重く受け止めております。 

今後、同様の事態を二度と生じさせないため、適正な運営体制の構築や再発防

止策について、センターにおいて十分な検討が行われるよう、市としても必要な

指導等を行ってまいります。 

また、センター関係者間で合意形成された方針を尊重するとともに、その決定

内容に基づき適正な処理が行われるよう状況を確認し、必要に応じて引き続き

協力してまいります。 

 

 

令 和 8 年 9 月 11 日 

産業建設委員会資料 

産業経済部水産振興課 



 

 

 

浜田市観光協会の利用状況について 

 

１.窓口・電話対応件数 

 

 

２.問い合わせ内容・対応状況 

⑴ 内容 

浜田駅周辺の観光スポットや交通案内に関するもののほか、年間を通して、石見神

楽の上演情報や「浜田の夜神楽週末公演」の予約を含む問い合わせが多く寄せられて

います。また、各種イベントの開催時期には、イベントに関する問い合わせも多く寄

せられています。なお、年間を通してマンホールカードの入手を目的とした来訪も多

くなっています。 

 

⑵ 対応状況 

窓口では、観光パンフレットや各種資料の提供を行うほか、電話による問い合わせ

に対しては、電話で情報を提供しています。また、問い合わせ内容に応じて、関係施

設・関係機関の案内や取次を行っており、その場での対応が困難な場合には、後日、

電話による回答や資料の送付等により対応しています。 

窓口 電話 合計 窓口 電話 合計 窓口 電話 合計

4月 414 338 752 320 224 544 77.3% 66.3% 72.3%

5月 481 328 809 389 225 614 80.9% 68.6% 75.9%

6月 434 306 740 274 203 477 63.1% 66.3% 64.5%

7月 415 352 767 345 282 627 83.1% 80.1% 81.7%

8月 498 382 880 486 408 894 97.6% 106.8% 101.6%

9月 413 231 644 337 261 598 81.6% 113.0% 92.9%

10月 400 281 681 381 229 610 95.3% 81.5% 89.6%

11月 467 265 732 439 290 729 94.0% 109.4% 99.6%

12月 317 203 520 349 183 532 110.1% 90.1% 102.3%

1月 260 213 473 247 242 489 95.0% 113.6% 103.4%

2月 374 260 634 248 305 553 66.3% 117.3% 87.2%

3月 341 319 660 408 261 669 119.6% 81.8% 101.4%

合計 4,814 3,478 8,292 4,223 3,113 7,336 87.7% 89.5% 88.5%

対前年比令和6年度 令和7年度

令 和 8 年 9 月 1 1 日 
産業建設委員会所管事務調査資料 
産 業 経 済 部 観 光 交 流 課 


